
フ
ラ
ン
ス
の
有
名
な
生
理
学
者
、
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
は
、

肝
臓
か
ら
血
中
に
糖
が
出
る
現
象
を
「
＄
９
鰹
ご
昌
昌
国
月
（
内
分

泌
）
」
と
名
づ
け
た
。
一
八
五
五
年
で
あ
っ
た
。
糖
は
ホ
ル
モ
ン
で

は
な
い
。
し
た
が
っ
て
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌
す
る
現
象
を
内
分
泌
と

よ
ぶ
現
在
の
定
義
と
は
少
し
ず
れ
て
い
る
が
、
大
抵
の
成
書
で
は

こ
れ
が
「
血
管
へ
の
分
泌
」
、
す
な
わ
ち
「
内
分
泌
」
の
概
念
の
は

じ
ま
り
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

私
は
昭
和
五
十
四
年
に
ヴ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
大
学
の
解
剖
学
教
室

や
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
図
書
館
で
昔
の
書
物
を
繰
っ
て
い
た
さ
い

に
、
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
よ
り
も
二
十
五
年
も
前
に
、
ド
イ

ツ
の
ウ
ェ
ー
バ
ー
（
閃
昌
里
西
四
国
己
呂
君
９
国
）
が
監
修
し
た

富
国
＆
風
呂
閏
匡
８
国
且
厨
函
四
口
号
巨
８
号
局
シ
ロ
ｇ
ｏ
目
席
烏
の

三
①
易
ｇ
ｇ
第
一
巻
（
一
八
三
○
）
』
の
「
の
①
言
呂
①
Ｑ
円
ロ
己
路
（
腺

６
内
分
泌
の
概
念
の
お
こ
り

藤
田
尚
男

組
織
こ
の
項
に
腺
が
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。

一
国
一
昌
或
啼
泌
房
の
冒

一
の
①
武
閉
口
吋
口
の
①
ロ

ー
臼
旨
ご
ロ
ゴ
ｑ
Ｈ
辱
め
①
己

（
再
噸
諒
）

口
昌
の
①
己
一
｛
Ｇ
、
《
記
）

（
話
）
一
ン
匡
の
の
ｇ
の
』
号
侭
の
号
房
ｇ

（
轆
嘩
素
）

こ
の
う
ち
「
導
管
腺
」
は
今
で
い
う
「
外
分
泌
腺
」
に
相
当
す

る
。
ち
な
み
に
膵
臓
、
顎
下
腺
、
耳
下
腺
な
ど
の
導
管
は
す
で
に

十
七
世
紀
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
血
管
腺
」
は

血
管
に
む
か
っ
て
何
か
を
分
泌
す
る
腺
で
あ
り
、
「
内
分
泌
腺
」
に

相
当
す
る
。
な
お
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
血
管
腺
と
し
て
甲
状
腺
、
胸

腺
、
脾
臓
、
副
腎
を
あ
げ
て
い
る
。

無
か
ら
有
は
生
じ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
血
管
腺
」
と
い
う
概

念
が
生
ま
れ
た
の
に
は
、
歴
史
的
な
伏
線
が
あ
る
。
十
八
世
紀
の

後
半
に
ス
イ
ス
の
フ
ォ
ン
・
ハ
ラ
ー
（
と
耳
①
、
胃
く
。
。
国
巴
阿
）
は
、

甲
状
腺
、
胸
腺
、
脾
臓
を
「
導
管
の
な
い
腺
」
と
し
て
ま
と
め
、

こ
れ
か
ら
出
さ
れ
る
特
殊
な
液
が
循
環
系
に
注
が
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
組
織
学
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
ビ
シ
ャ
ー

（
三
四
号
司
．
〆
・
囚
、
冨
二
は
一
八
○
一
年
に
出
し
た
名
著
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言
ン
口
四
８
日
耐
⑦
９
９
巴
⑪
シ
℃
豆
旨
吊
①
四
両
も
彦
涜
さ
旨
哩
①
里
幽

置
冨
ａ
Ｒ
旨
こ
の
中
で
、
生
体
の
組
織
を
二
十
一
個
に
分
類
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
に
「
腺
」
の
項
が
あ
り
、
副
腎
、
甲
状
腺
、
松

果
体
、
リ
ン
パ
節
、
胸
腺
を
導
管
の
な
い
豚
管
に
つ
な
が
る
異
質

の
腺
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
十
九
世
紀
の
は
じ
め

に
「
導
管
の
な
い
腺
」
の
存
在
が
、
か
な
り
強
く
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

こ
の
こ
と
は
一
八
五
五
年
に
ク
ロ
ー
ド
・
ベ
ル
ナ
ー
ル
が
「
内

分
泌
」
と
い
う
名
称
を
作
り
、
一
九
○
五
年
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ

ａ
目
①
留
函
わ
国
１
冒
巴
が
ホ
ル
モ
ン
と
い
う
概
念
を
生
み
出
す

よ
り
も
は
る
か
昔
の
形
態
学
者
の
中
に
、
「
血
管
に
分
泌
す
る
腺
」

の
存
在
を
意
識
す
る
人
が
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

一
八
四
一
年
に
ド
イ
ツ
の
ヘ
ン
レ
（
］
胃
呂
西
ｇ
こ
が
出
し
た

房
后
①
目
①
ヨ
①
シ
ロ
禺
○
目
こ
の
中
に
は
、
「
ぐ
呂
号
ロ
胃
房
ｇ

（
腺
に
つ
い
て
）
」
の
見
出
し
の
も
と
に
、
「
国
画
具
と
目
粋
三
四
日
‐

冨
昌
号
房
２
（
皮
層
腺
と
粘
膜
腺
）
」
と
「
囚
昌
帰
鼓
朋
号
房
９
（
血

管
腺
）
」
と
が
、
約
二
十
頁
を
費
し
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
前
者
が

外
分
泌
腺
、
後
者
が
内
分
泌
腺
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
外
分

泌
に
対
す
る
内
分
泌
」
と
い
う
考
え
が
ド
イ
ツ
の
権
威
あ
る
解
剖

学
書
の
中
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
ヘ

ン
レ
は
、
腎
の
「
ヘ
ン
レ
の
わ
な
」
や
、
網
膜
の
「
ヘ
ン
レ
の
線

維
層
」
に
そ
の
名
の
残
る
十
九
世
紀
の
ド
イ
ツ
が
誇
る
大
解
剖
学

者
で
あ
る
。

学
問
の
業
績
は
、
偶
然
を
含
む
多
く
の
フ
ァ
ク
タ
ー
や
条
件
に

よ
っ
て
後
世
に
残
っ
た
り
、
誤
ま
り
伝
え
ら
れ
た
り
、
消
え
た
り

す
る
の
で
あ
る
。

（
大
阪
大
学
名
誉
教
授
・
塩
野
義
製
薬
研
究
所
）
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